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D 115　　 糸 調子皿 から の上糸 の引 出力と 天秤 の摩擦係 数（ 本縫いミシ ンの引 締張力 に関 連し て）

農 工 大工　 鎌 田佳伸
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D 116

縫 い ミ シ ン に お い て、 縫 い 目 を 締 め る 時 に 発 生 す る 上 糸 張 力（ 引 綿 張 力 と 略 記 す る ）

す ぎ る と 縫 い 目 の 締 ま り が 甘 く な り、 逆 に 強 す ぎ る と パ ッ カ リ ン グ な ど の ト ラ ブ ル を

起 こ す。 し た が っ て、 良 好 な 縫 い 目 形 成 に は 引 綿 張 力 を 適 正 に 保 つ こ と が 必 要 と な る。

張 力 の 発 生 の 基 本 的 機 構 は コ ン ピ ュ ー タi/ ミ ュ レ ー シ ョ ン に よ る 検 討 か ら お よ そ 明 ら

さ れ て お り、 ま た、 各 種 の 縫 製 因 子 の 関 わ り も 理 解 さ れ て き て い る［1-3 ］。

リ エ ス テ ル 縫 糸 な ど を 用 い た 縫 製 で は、 縫 い 速 度 の 増 加 に 伴 い 引 締 張 力 は 増 加 す る。

に 関 与 す る 支 配 的 な 縫 製 因 子 と し て 次 の ２ 因 子。 す な わ ち、 上 糸 に 関 す る ① 糸 調 子 皿

の 引 出 力 と ② 天 秤 糸 道 の 摩 擦 係 数 が 考 え ら れ る が、 そ の 機 構 は こ れ ら の ２ 因 子 の 糸 速

性 と 天 秤 の 運 動 速 度 変 化 に 基 づ く も の と し て 解 釈 す る こ と が で き る[   3］。

た が っ て、 こ れ ら ２ 因 子 の 糸 速 依 存 性 を 詳 細 に 調 べ る こ と は、 引 締 張 力 の 縫 い 速 度 依

を 理 解 す る 上 で、 言 い 替 え れ ば、 静 的 上 糸 張 力 の 情 報 を 基 に 高 速 時 に 発 現 す る 引 締 張

推 定 す る こ と が で き る と い う 意 味 で 大 切 と 考 え ら れ る。 本 研 究 で(*、 ポ リ エ ス テ ル 縫

各 種 ） に つ い て の 調 査 結 果 を 報 告 す る。　 実 験 結 果 は、 ２ 因 子 の 値（y) は 共 に 糸 速（ｘ）の

y ＝a-b・exp（ －ex）で 整 理 す る こ と が で き た。 こ こ で.      a,b,c  （ 定 数 ） は 縫 い 糸 の 種 類 及

的 上 糸 張 力 の 関 数 で あ る。I静 的 上 糸 張 力 の 増 大 に 伴 い。 糸 調 子 皿 か ら の 引 出 力 は ほ ぽ

に 比 例 し て 増 大 す る が、 天 秤 糸 道 の 摩 擦 係 数 は 急 速 に 変 化 が な く な る 傾 向 を 示 し た。
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ミ シン 針の 横振 れ と可縫 性　　 一第３ 報　 地の目 が横 振れ に及 ぼす影 響－

川村 短大　 ○ 田 中美 智、　 安盛 都子 、　 農工 大工　 鎌田 佳伸

目的 ： 可縫性 の良 否 は、 衣 服の仕 上が りを左 右 する 要因の ーつ として 重 要である と考 えら れる。 針の

横振 れが 縫い易 さ や縫 い目 の 状態 に影響 を与 える こ とは、日常 よく 経験 する 事実で ある。 我 々は、 針の

横 振れ の計 測 シス テム とデ ータ 処理 法を 新し く構 築し、 針自身 の持 つ固 有の 偏芯が 、針 の横振 れを 発生

さ せる こ とを明 ら かにし ［ １ ］、さ らに 、地 の目 によっ て針の 横振 れに 差異 のある こ とを 実験 で示し た

［ ２ ］。 しか し 、そ の地 の目 による 横振 れの発 生機 構 に欄 し て は言 及す る に至 らな かっ た。横 振れ に及

ぼ す因 子とし て 、ミ シ ン、 糸、布 など が考 えら れる 。そこ で、 針は形 状 を単純 化し たモデ ル針を 用い、

糸は 使 用しな い など の複 雑 な要因 をで きる かぎ り とり除い て実験 を行 なっ た。こ の ような 限ら れた条 件

下で 縫 われた 布の 針 穴の形 態 観察を 行 なっ たとこ ろ 、針の 横振れ と地 の目 の関係 につ いて新 しい知 見が

得ら れ たので 報告 する 。

実験 条 件:  ①ミ シ ン…工 業 用一本 針本 縫いミ シン（JUKI DDL-5580) 、 ミ シン速 度:200 spm 、 針目 数

:15 針/3CII1,   ②被 縫製 素材 … 合成紙（ ユ ポ89.1gf/ran ）、平 織綿布（80 番ブロ ード ）、 ③針･･･モ デル針

実験方 法： ① 実験 布 は、 タ テ糸方 向、 ヨコ 糸方 向お よび4  5 ° バイ ヤス方 向とし 、さら に バイヤ ス方

向 につ いて は右 上 りと左 上 り との２方 向を 加え 、 それぞ れ上下 両方 向か らの 計８方向 を縫 製し た。 ②ビ

デ オマ イ クロ ス コ ープ シス テ ム（ 明伸 工機 ㈱ ）を 用いて８ 方向 の各４ ０ 個の針 穴の撮 影をし た。

結 果： 本実 験 の布 試料 にお い ては、 タ テ糸の 方向 に針が 落ちる とい う結 果を 得た。こ のこ とか ら地の

目方 向が 違う こ とに より 針の 横振 れの方 向 が定 めら れる と推定さ れる 。
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